
議会広報広聴委員会 

令和 8 年 8 月 10 日（月） 

午後 1 時 30 分から   

第 4 委 員 会 室 

 

【出席者】大谷委員長、岡山副委員長、 

西田一平委員、今田委員、遠藤委員、花田委員、戸津川委員、沖田委員、 

笹田委員、岡本委員 

【事務局】濱見書記 

 

議題 

1 地域井戸端会の反省・課題について ···························· 資料1 

(1) 「地域井戸端会」の反省点・課題など 

(2) その他 

 

2 その他 
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「地域井戸端会」の反省点・課題など 

 

 1 開催方式・イベント形態の見直し                         

反省点・課題 

・ 28 箇所すべてを回る現在の方式は、議員の負担も大きい。 

・ マンネリ化している。 

・ ここ数年でこの手法に限界がきており、参加する側は「参加者がいないと悪いから」

などでの参加となっており、やる側も「おそるおそる」行っている感があり、一応は

「やっただけ」となっている気がする。 

・ 参加人数の多さが開催目的達成の成果指標となっている感がある。大切なことは、よ

り市民の想いや具体的な課題、提案を引き出すことである。 

・ 議員が来るのだから行かなくてはと思わせてしまっていること事態が、問題と感じた。 

・ 開催場所も現在のまちづくりセンターが中心であるが、再考すべき。 

 

改善方法・代替方法 

○ まちづくりセンターで日時やテーマを設定してもらい、一定の人数が集まった段階で

議員が呼ばれて出向く「オンデマンド型」への移行を検討する。 

○ 地域単位の報告会より、所管委員会単位での団体、企業等との意見交換の機会を増や

す。たとえば下関市のように、常任委員会ごとに対象を絞り、テーマに関わりの深い

団体や市民グループを招くスタイルに変更する。 

○ 一般市民だけでなく、学校などを対象にした意見交換会や、外国人との意見交換を設

ける。 

○ 会議方式ではない、自由度が高くフラットに話ができる「カフェ形式」や、学生等若者

を対象とした「井戸端カフェ」を別途検討する。 

○ 報告会だけでなく、デジタル媒体による議会報告の充実を検討し、情報発信のバラン

スを再構築する。 

 

 2 参加者の偏りと周知・集客の課題                         

反省点・課題 

・ 参加者が毎回同じようなメンバーに固定化される傾向があり、参加者の偏りがある。

どうしても参加の敷居が高い感じがある。 

・ 若い方の参加がないのは残念である。子育て世代包括支援センターでは子育て世代の

参加を狙ったが、実際は別世代で 1名のみだった。 

・ 全体に旧浜田市内では参加者がほとんどおらず、旧町村の地域ではまちづくりセンタ

ーの職員やまちづくり委員会の方が住民に声掛けしている。議会としての宣伝や告知

だけでは人が集まらなくなっており、まちづくりセンター職員などの善意によるもの

が大きいのが現状である。 

資料 1 
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・ 毎回のことではあるが、周知が行き渡らないとの意見がある。参加者が極めて少なく、

住民の幅広い意見聴取という点では課題が残った。 

改善方法・代替方法 

○ 従来通りの周知（ホームページ、チラシ、町内会回覧）に加え、今後は SNS を駆使し

た新しい周知方法を検討する。 

○ 「はまチャレ」と同様に、地域井戸端会に参加した場合のポイント付与など、参加意

欲の向上プランを検討する。 

○ 特定のターゲットを対象とする場合は、初期段階から開催趣旨や参加対象について徹

底した調整を行う。また、若い女性と男性の参加者が増える仕組みを構築する。 

 

 3 当日の運営・進行に関する課題                         

反省点・課題 

・ 自由意見を求める際、こちらから問いかけを工夫しないとなかなか意見が出てこない

場面があった。 

・ 会場によって、担当外の議員などの参加や発言に関するルールが統一されておらず、

担当議員の役割が曖昧になるおそれがあった。実際に担当議員以外の参加者から意見

や見解が述べられ、議論の進行や整理が難しくなるケースがあった。 

・ 対話の場で、特定の参加者が長時間にわたり発言を独占したり、他人の意見を批判し

たりする場面への制御が難しかった。 

・ 個人の意見が委員会の統一見解として独り歩きしてしまわないよう、発言の際の配慮

が必要だと感じた。 

・ 常任委員会の活動報告について説明方法や内容にばらつきがあり、耳で聞くだけでは

内容が伝わりづらかった。 

改善方法・代替方法 

○ 担当外の議員の傍聴および発言に関するルール（傍聴は可とするが発言は控えるなど）

を事前に統一し周知する。 

○ 「他人の意見を否定しない」「1人で時間を独占しない」といった対話のルールを開始

前に参加者全員で共有する。 

○ 司会進行に不安のある議員（特に新人議員）向けに「進行マニュアルや司会原稿」を事

前に共有する。 

○ 常任委員会の報告などでは、耳だけでなく目で見ても分かりやすい 1 枚ものの簡易説

明資料や箇条書きの資料などを用意する。 

○ 可能であれば町内会単位など、より細かな単位にアプローチしてみるのも一つの手で

ある。 
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 4 市民意見への対応とフィードバックのあり方                    

反省点・課題 

・ 住民の方々の意見や要望があまり反映されていない現状も、参加者がいなくなった大

きな要因になっていると思う。 

・ 地域の声に対して、その場で十分に回答できないものも多くあった。市の担当部署に

確認が必要な内容や、複数の部署にまたがる課題も多くあった。 

・ 市の各種支援制度そのものはあっても、「知らない」「使い方が分からない」「自分が対

象になるのか分からない」という声があり、制度の説明が市民に十分届いていない。 

改善方法・代替方法 

○ いただいた意見を整理し、確認が必要なものは担当部署へつなぎ、後日きちんと報告

できる流れをつくる。意見に対して「その後どうなったのか」が分かるように、返し方

や報告の仕組みを工夫していく。 

○ 制度をつくるだけでなく、分かりやすく伝えること、必要な人に届くことを重視する。 

 

 5 事前準備・日程調整などの運用上の課題                      

反省点・課題 

・ 開催日程が地域内の会議と重なっていたため、事前に地域行事や各種会議の状況を十

分確認しておく必要があった。また、開催日が重なりすぎていて、他の会場の様子を

見に行くことが難しかった。 

・ 事前の伝達や進行指示、必要な準備物（テーマ提示用の用紙など）の指示が不足して

いた。持参した配布用「はまだ議会だより」の部数が不足した会場もあった。 

・ 夜間開催の場合、山間部の暗い夜道の移動を懸念し、参加を躊躇する市民が見られた。 

改善方法・代替方法 

○ 参加見込みが極めて少ない会場については、事前に開催を見合わせるなどの柔軟な対

応を可能とする。 
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地域井戸端会 
 

次第 

1  開会 

・議員挨拶、各種説明 

 

 

2  議会の現状報告（3常任委員会ごとに） 

 （1）令和８年度の注目事業（令和8年3月定例会議の報告）・・・2～3ページ 

 （2）委員会での調査や取組など・・・4ページ 

 

 

 

3  テーマに基づく意見交換（40分） 

◆総務委員会・・・防災と避難行動計画について 

～災害が起きたらどうしますか？自分と家族を守るための行動～ 

◆文教厚生委員会・・・子どもや高齢者の暮らしの困りごと 

◆産業建設委員会・・・100年先に残したい浜田の食 

 

 

 

4  出た意見の概要発表（10分） 

 

 

 

5  自由に意見交換（40分） 

 

 

 

6  出た意見の概要発表（10分） 

 

 

 

7  閉会 

・まとめ 
 
 
  

次年度に向けての案：朱書き部分を追記 
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2－（1）令和８年度の注目事業（令和8年3月定例会議の報告） 
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2－（2）委員会での調査や取組など 

◆総務委員会 

①防災・減災について 

市内の防災意識の不足や自主防災組織の活動不十分、避難所の立地・運営・備蓄

等に課題があることから、これらの現状を把握し、地域防災力を高める効果的な方

策を検討する。 

 

 

 

 

 

◆文教厚生委員会 

①こどもの権利の推進について 

こどもの権利に関する施策の現状及び課題を把握するとともに、こどもが安心し

て意見を表明し、社会に参画できる環境づくりや、その意見を施策へ適切に反映す

る仕組みのあり方について調査研究を行う。あわせて、「こどもの権利条例」制定

に向けた市の取組状況についても調査し、こどもの権利の推進及び関連施策の充実

を図る。 

 

 

 

 

 

◆産業建設文教厚生委員会 

①浜田漁港・商港の活性化について～海洋産業・観光・物流の一体的振興と持続可能な港づくり～ 

  浜田漁港と商港の再整備と連携強化により、海洋産業の生産性向上、地域経済の

再生及び山陰西部の戦略拠点としての国土強靭化を図る。 

 

②中山間地域の再生について～耕作放棄地・空き家の再生と就農支援～ 

少子高齢化・人口減少が進行する中山間地域において、耕作放棄地対策、空き家

の再生及び就農支援を一体的に行い、地域の魅力を高める総合的な再生策を調査研

究する。 
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地域井戸端会開催でのお願い 

 

● 写真撮影や動画配信をしない 

ほかの参加者に配慮し原則禁止します（全員が了承された場合は可とします） 

 

● ほかの参加者の意見を否定・批判しない   

それぞれの視点や多様な考え方を大切にするため、お互いの意見を尊重し合いま

しょう。 

 

●  1人で時間を独占しない（多くの方に発言の機会を）   

特定の参加者だけが長時間お話しされることがないよう、限られた時間の中で譲

り合ってご発言ください。 

 

● この場限りの内容（プライバシーに関わることなど）は外に広めない 

 全員が安心して本音で対話できるよう、ご協力をお願いします。 

 

● 担当外の議員は、原則として傍聴のみとし発言は控える   

当日の議論の進行や整理をスムーズにし、担当議員が市民の皆様との対話に集中

できるよう、事前に統一されたルールに基づき運営いたします。 
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【メモ】 


